














環境関連技術・実績
地球を笑顔に

地球を笑顔にするために、環境を修復する技術、環境負荷を低減する技術について、
鴻池組は日々研鑽を積んでいます。

鶴見川多目的遊水地
土壌無害化処理事業
　「鶴見川多目的遊水地土壌無害化処理事業」は、鶴見川多目
的遊水地内に一時保管されている環境基準値を超過した異物
（PCBなどや木材、プラスチック、がれき類等）混入土（約5,500ｍ3）
を、現地にて無害化処理するものです。事業完了後は処理施設を
撤去するとともに、掘削個所をきれいな土で埋め戻して原状を回復
します。無害化処理は、間接熱脱着装置で分離した汚染物質を水
蒸気分解装置で分解する「ジオスチーム工法」により行います。

環境負荷を低減したソイルセメント
高流動化技術（KK-050019-A）
の施工状況
　ソイルセメント造成工事では、セメントミルクの注入量に応じて大
量に発生する廃棄ソイルセメントスラリー（建設汚泥）の処理・処
分が問題となっています。

技術概要
　本ソイルセメント高流動化技術は、2種類の流動化剤（主剤、助
剤）を最適な比率でセメントミルクに併用添加します。

特徴
● 環境負荷の低減
　セメントミルクの注入量が減ることにより廃棄スラリーの発生
量を、従来工法に比べ40～50％低減できます。材料製造を含
めた施工に伴うCO2排出量を吸収するために必要な植林の本
数で比較すると、従来技術が462本に対して、高流動化により
267本となります。
　材料費（セメント・水・ベントナイト等）および、産廃処分費の削
減により、工事費のコストダウンが可能となります。

● ソイルセメントの品質が向上
少ない水量で高い流動性を与えるため、高密度および均質で
高品質（強度・止水性の高い）なソイルセメントが造成されます。

● 施工性の向上
ソイルセメントの流動性を高めることで、施工性が大幅に向上し、
施工サイクルタイムが短縮されます。

❶ 掘削トルクの低減
❷ 錐・撹拌翼などの洗浄効率の向上
❸ 鋼材の建込精度の向上

施工実績
　施工実績（2011年3月末現在）としては、他建設会社にも採用
いただき、年間35件程度と安定しています。

　今後とも、環境負荷を低減できる工法として、広く活用を推進
していきたいと考えています。

　流動化剤を併用添加することで、セメントミルクの注入量が低
減（建設汚泥の低減）でき、強度を低下させることなく、ソイルセメ
ントに高い流動性と凝結遅延性を与えることができます。
（特許第3554496号）

▲流動性の比較▲ジオスチーム工法による処理フローと主な設備仕様
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従来の工法

施工開始
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セメントミルクの
注入量を低減

廃棄スラリーの
発生量を抑制

ソイルセメント ソイルセメントソイルセメント

高流動化技術

高い流動性による
施工性の向上

窒素廃棄物発生量
の大幅な低減

ソイルセメントの
品質向上

ソイルセメント

①掘削・容器詰込

異物混入土

改質剤添加

磁選機

磁選機

金属

金属

破砕困難物（例：スポンジ、ゴム）

裁断機

二軸破砕機

振動ふるい機

混　合

無害化処理（ジオスチーム※）

前処理フロー

②場内運搬

③前処理

改質材添加

破砕

④無害化処理

⑤外部処分

場内運搬用
密閉容器

二軸破砕機二軸破砕機

裁断機
振動ふるい機

※無害化処理対象の異物混入土について、横浜市は
PCB汚染物を含む土と既定していることから、本工事
で設置する無害化処理施設はPCB廃棄物の中間
処理施設となります。

ジオスチーム工法の間接熱脱着装置
に投入できるサイズ（約30mm以下）
に細粒化する工程

項目 設備名
破砕機
振動ふるい機
裁断機
磁選機×2機
バックホウ
フォークリフト
間接熱脱着装置
水蒸気分解装置

前処理設備

無害化処理

4.0m3/hr

2.0t/hr

標準処理能力

▲高流動化技術
　による施工状況
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目的 2010年度目標

環境保全への取り組み
地球を笑顔に

地球温暖化防止、廃棄物の減量とリサイクル、省エネルギー、環境配慮設計などについて、
具体的な数値目標を掲げた取り組みを行っています。

鴻池組は、建設活動を通じて地域社会との相互信頼を深め、環境と調和を図りながら、良き企業市民として

果たすべき責任を全うするとともに、健全な環境を次代に引き継いでいくため、環境経営を推進する。

建設廃棄物の排出状況

環境方針（抜粋）

鴻池組は、企業市民としての責任を全うし、健全な
環境を次代に引き継ぐために、環境経営の一環と
してグリーン調達方針を掲げ、これを推進する。

本方針で取り扱うグリーン調達の範囲は、鴻池組が
施工する物件に係わる資材、工法、技術に関する
もの、ならびに店内で調達する事務用品とする。

グリーン調達方針（抜粋）

　2010年度の建設廃棄物の総発生量は440千ｔとなり、2009
年度より12.9％減少しました。
　最終処分率についても、2009年度より1.6ポイント改善しま
した。今後も着工前の低減計画、分別排出を促進し、一層の排出
抑制、最終処分率の低減に努めます。

2010年度環境目標と実績 （2010年1月1日～2010年12月31日）
　省エネルギーの促進の中で、工期短縮（維持管理エネルギーの削減）については、土木・建築施工部門で目標を達成することができません
でした。土木施工部門では廃棄物の最終処分率、土木技術部門では技術評価点の獲得、建築設計部門では省エネルギー配慮設計に
ついて目標を達成することができませんでした。その他の目標については、良好な数値で目標を達成することができました。

グリーン調達 2011年2月1日より、グリーン調達方針を定め活動を開始しています。

環境関連表彰の受賞 工事事務所で取り組んでいる、３Ｒ活動、ＣＯ2削減活動などに対して下記の団体より表彰を受けました。

環境管理体制
　社長を議長とする中央安全衛生・環境会議で管理方針・方策などに関する重要事項を決定します。環境マネジメントシステム機構図につ
きましては、ホームページで公開しています。

内部環境監査・外部審査機関による審査
　年1回内部環境監査員による監査、4月～6月には、本社による
本支店監査を実施し、運用状況の確認を行っています。また、年1
回外部審査登録機関により、ISO14001の規格に適合している
か審査を受けています。外部審査の結果、本年は観察事項３件、
充実点1件となりました。

工事事務所の取り組み事例
　維新百年記念公園陸上競技場新築工事（山口県山口市）では、
CO2排出抑制のため屋内照明の白熱電球を電球型蛍光灯に
替え、6,204㎏ｰCO2の削減を行いました。また、汚泥産廃処理さ
れる基礎杭残土を地盤改良リテラ機を導入し、改良して埋戻し土
として再利用しました。

　2010年度の施工段階におけるCO2排出量原単位は、40.1t-
CO2/億円となり、前年度17.25％増となりました。大型土木工事
の重機稼働、発生土の運搬増などが原因です。1990年度比で
原単位は27.7％の増加、総排出量は、43％の減少となっています。
2011年度は、発生土の再利用などに努めCO2排出量原単位の
削減に取り組んでいきます。

▲本支店監査（内部監査：30部門、
　88工事事務所）

▲電球型蛍光灯使用状況▲外部審査 ▲地盤改良リテラ機による改良土の作成
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※環境方針の全文は、ホームページで公開しています。

※2011年度の目的および目標については、ホームページで公開しています。

【評価】○：目標を達成　△：目標は未達成だが昨年より成果がある　×：昨年より悪化　―：評価対象外

※グリーン調達方針の全文は、ホームページで公開しています。

施工段階におけるＣＯ２排出量の推移
全部門
管理部門
土木施工部門
建築施工部門
機材センター部門
管理部門
土木施工部門
建築施工部門
管理部門
機材センター部門

土木施工部門

建築施工部門

全部門

土木技術部門

建築設計部門
建築設計部門
土木技術部門

0件
54.0Ｌ/人
99.1%
11.6％削減
0.88L/t
23.9％削減
14.6%
23.2%
93.1kWh/延㎡
12.1kWh/ｔ

35.10%

31.8%

179件

64.0%

25.1点
16.4点
55ポイント/百億円

0件
56.4Ｌ/人
88%
―
0.93Ｌ/ｔ

6.20%
31.50%
94.7kWh/延㎡
12.5kWh/ｔ

56.00%

50％以上

―

75％以上

26.0点以上
14.0点以上
38ポイント/百億円

環境災害件数
前年度使用量を上回らないようにする
建設発生土の場内利用率
土砂の搬入・搬出量の削減
前年度使用量を上回らないようにする
2010年度予算の厳守

最終処分率前年度実績比１％削減

前年度使用量を上回らないようにする

工期短縮５％以上達成の工事件数を
対象工事の昨年度実績以上とする
工期短縮２％以上達成の工事件数を
対象工事の50%以上にする
提案事項の取りまとめ
総合評価方式の入札案件のうち技術評価点が
最高得点の80%以上を獲得
省エネルギー配慮設計
リサイクル材採用配慮設計
環境目的に関する設計提案ポイント

環境災害の防止
社有車の燃料使用量の削減
施工段階における
CO2の排出抑制
燃料使用量の削減
用紙などを含む事務用品費の削減

廃棄物の最終処分量の削減

電気使用量の削減

工事施工における
電力使用量の低減

総合評価入札における環境関連対応

環境配慮設計の提案

環境関連工事の受注協力

法令遵守

地球温暖化
防止対策

廃棄物対策と
リサイクルの推進

省エネルギーの促進

環境配慮設計の
推進

○
○
○
―
○
○
×
○
○
○

×

×

―

×

×
○
○

■ 2010年度社外表彰実績

リデュース・リユース・リサイクル推進協議会
リデュース・リユース・リサイクル推進協議会
リデュース・リユース・リサイクル推進協議会
リデュース・リユース・リサイクル推進協議会
リデュース・リユース・リサイクル推進協議会
リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

表彰機関
会長賞
会長賞
会長賞
会長賞
会長賞
会長賞

維新百年記念公園陸上競技場新築工事
福間駅東整地工事
江東区立有明小・中学校（仮称）新築工事
岐阜市北部地区産業廃棄物不法投棄事案特定支障除去等事業対策工事
米原ＢＰ工事
第二京阪三ツ島東工事

賞名 工事名称

実施担当部門評価実績
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働きがいの向上のために
従業員とその家族を笑顔に

働きがいを高めるための、「経営参画意識の醸成」と
「仕事と生活の調和」を目指した活動についてご紹介します。

イノベーション会議の実施
　若手社員に経営参加の機会を与えることで意欲を高めると
ともに、次世代のリーダーを育成することを目的に、2009年度
よりイノベーション会議を実施しています。 
　過去の討議内容から実際の経営に反映された事例、ならびに
現在実施されている第２期会議参加メンバーの声を紹介します。
　第１期イノベーション会議メンバーによる討議は、鴻池組の右の
ような経営改革、業務改善に反映されました。

「仕事と生活の調和」に向けた取り組みの推進

　休暇取得に向けた動機づけの促進を目的に、2010年9月に
「アニバーサリー休暇制度」を新設しました。制度を利用して休暇
取得した従業員に対し、取得理由や動機づけとしての有効性を尋
ねた結果を以下にまとめました。

　　　　アンケートの結果、多数が本制度ができたことを好ましく思っている。
新たな休暇取得の動機づけとして本制度導入はよかったと感じる。しかし
ながら、アンケートの中で本来有給休暇を気兼ねなく取得できる環境が
必要との意見もあり、より一層の有給休暇取得推進の必要を感じた。

●　家族の誕生日など、固定した休みを毎年取得しやすくなった
●　気軽に取得できるようになった
●　今までは、誕生日や結婚記念日など、こんな理由で休んでもいいのかとの
感があったが、気兼ねなく取得できた

●　元々、家族のイベントには積極的に参加するよう上司からの指示があった
ため、取得推進というより継続であった

●　いろいろな記念日で取得をしたい
●　記念日が特に思いつかないので取得するかは未定
●　子供の行事に合わせ積極的に取得したい

創造
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　会社をよくするために「何を変えなければならない
のか？」を合言葉に、非常に活発な討議が行われ、
建設的な意見が出されることに驚くとともに、自分の
周囲にこんな素晴らしい考えを持った仲間がいること
に頼もしさを感じます。
　会議は、蔦田社長直轄の討議の場ということも
あり、決定事項が即座に経営に反映されることから、

スピーディーに変化を具体化する意味で大変重要な
位置づけの会議と考えています。 
　これからも、普段の自分の業務から一歩離れて、
参加者全員が『考える』ことにより、会社にとって、
そして自分自身にとってさまざまな効果が得られるよう、
有意義な会議にしていきたいと考えます。

大阪本店
土木技術部 技術課 主任
山口 充

大阪本店
建築工事事務所 主任

片山 修司

■ 参加者全員で『考える』

　第２期イノベーション会議メンバーの募集があり、
私自身も以前より少しでも経営に参加したい、また
社長に直接発言できる機会がほしいという思いで応
募しました。
　会議では、若手職員からテーマに沿った意見が活
発に出され、社長をはじめ参加メンバーで議論し、
「緊急性のあることはすぐに実行に移す」「多額の費用

が掛かるプロジェクトは、実行年数を明確化しそれに
向け計画する」という具体的な内容が多く、会社の
経営に参加しているという実感を得ています。
　今後は時代の変化に合ったテーマを、より早く
具体的に経営につなげるようにしていきたいと考え
ています。

■ 全員参加で改革を！

対象者 ： ２４名　　回答者 ： １７名（７１％）

質問❶　取得理由

●　設計部門にあって、よりお客様目線の活動を行う
「企画営業設計グループ」の設置
●　お客様満足度向上に向けた「お客様アンケート」の開始
●　営業部門の若手従業員補強
●　積算料のコスト監視体制強化
●　建築部門における「ＯＪＴカルテ」の全国展開

6
5
3
1
2
17

11
3
1
2
17

16
1
17

質問❸　取得してどうでしたか

質問❹　今後もアニバーサリー休暇を取得したいですか

質問❷　有給休暇の取得推進（新たな動機づけによる
有給休暇取得意識を高める）になったか

取得しやすい環境となった 17

アニバーサリー休暇取得アンケート

総評

仕事（会社）と生活（個人）の
調和の推進

しっかり仕事して、きっちり休む
～時間は自分でコントロール～

やりがいのある仕事と充実した生活のバランスをとりながら、
持てる能力を最大限に発揮する

働き方をChange!

会社
会社が個人へ
一人ひとりの意識改革・
働きがいの向上への支援

会社が目指すもの
誰もが働きたいと思い、
胸を張って次世代に
引き継げる会社

個人
個人が会社へ
能力の向上・新たな価値
創造による会社への貢献

個人が目指すもの
生きがい・働きがいに
あふれた企業人・家庭人
としての自立

できることから始めよう！
1.閉所日を組み入れた工程の立案と確実な実行
　　一斉土曜閉所の推進【1回/月】

2.時間内に効率的に働くワークスタイルの確立
　　NO残業デーの実施【2日以上/月】

3.休暇取得の推進
　　有給休暇取得推進日の活用
　　現場特別休暇（社休）の取得【6日以内/年】
　　アニバーサリー休暇の取得

結婚記念日
子女の入卒業式
自分の誕生日
家族の誕生日
その他
合計

取得したい
その他
合計

有意義（リフレッシュできた）であった
子供の成長の節目に立ち会え大変よかった
仕事を気にせず楽しめた
その他
合計

アニバーサリー休暇取得アンケート
　「働き方をChange！」をスローガンに「仕事と生活の調和」に向け
たアクションプランを定め、その推進に取り組んでいます。

「仕事と生活の調和」アクションプラン

参加メンバーの声
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■活動計画

情報マネジメント
より効率的・効果的な情報化推進とITの積極的活用―。
全社的観点から情報システムのあり方を見直し、内部統制や情報セキュリティのさらなる強化を目指します。

安全マネジメント
建設現場における危険・有害要因を除去し、より安全で快適な職場づくりのために
PDCAサイクルをまわし、協力会社とともに災害防止に取り組んでいます。

　鴻池組では、お客様の情報や個人情報など、企業が取り扱うさ
まざまな情報を適切に管理することが企業活動を支える重要な
要素であると考えています。
　そのため、全社的な観点から情報システムのあり方を検討・
検証し、内部統制や情報セキュリティのさらなる強化を推進します。

安全表彰
　工事事務所で取り組んでいる安全衛生活動に対して下記団体より表彰を受けました。

ホームページへのご意見・お問い合わせ
　鴻池組のホームページは、当社の企業活動に関わるさまざまな情
報について適時・適切に公開する場であると同時に、当社に関わ
るすべての人びとからのご意見やお問い合わせをいただくため
の重要な窓口でもあります。
　ホームページの問い合わせ窓口にいただいたお問い合わせや
ご意見は、貴重なモニタリング資料として分析と課題抽出を行い、
よりよいコミュニケーションの構築に役立てています。
　2010年度にいただいたお問い合わせやご意見は138件に上り、
関連する社内の各部門と情報共有を行い、対応に努めました。

安全成績
度数率

安全管理体制

　2010年度は、度数率は改善されましたが、解体工事において
死亡災害が２件発生しました。災害発生に対して社内周知文書、
教育資料を作成し、再発防止の徹底に努めました。

強度率

　災害の大きさを表す強度率は、2010年度は死亡災害２件の発生
により、2009年度より大きくなっていますが、死亡災害を除いた
度数率は、0.05となり、軽微な災害発生が主体となっています。

動画版社長メッセージ配信
　社長から役職員へのアナウンスメントはどの企業においても
行われるものです。
　鴻池組では、メールなどの単なる文章発信ではなく、社長の込めた
「思い」が直接役職員へ届くように、ＩＴを積極活用し、イントラネット上
で社長の語りかけるメッセージを動画で配信しています。

　鴻池組では、システム構築全体計画を策定、実行する「システム
検討委員会」を2009年度に設置し、活動を行っています。

　システム検討委員会では、これまでともすれば「部門最適」に陥り
がちだった業務のシステム化に至るプロセスを抜本的に見直し、
「全社最適」に軸足を移して中期的展望に基づいたシステム計画
を策定、実行しています。
　また、急速に変化する経営環境に対応するため、既存システム
の改良・再構築や新たな課題への対策について、個別的な対応
ではなく、関連する部門・システムとの調整を行い、実施計画や進捗
状況を全社的観点から統制する役割を担っています。

▲お問い合わせ・ご意見の
　データベース画面

▲動画版社長メッセージ

システム検討委員会

■ 2010年度外部表彰実績

活動方針と進捗

Plan（計画）
　過去5カ年の労働災害の分析および今後発生の増加が
予想される災害の分析を行いリスクの特定を行います。

Do（実施）
　特定されたリスクを低減
するための方策を検討し、
管理方針・重点実施事項を
決定します。ポスター掲示
および説明会により周知を
行います。 

Act（改善）
　労働災害データベース
への登録により次年度に
取り組むべきリスクおよび
実施すべき方策などを特
定します。

Check（評価）
　年4回の特別パトロール、
4月～6月に実施する本支
店監査により、本支店の運
用状況の確認および指導
を行います。

厚生労働省
建設業労働災害防止協会
建設業労働災害防止協会

表彰機関
奨励賞（厚生労働大臣）

顕彰
優良賞

中之島新線建設工事のうち土木工事（第１工区）
第二京阪道路宮山工事
岩倉駅東地区北街区第一種市街地再開発事業施設建築物新築工事

賞名 工事名称

・システム間データ連携状況確認
・業務プロセスの図式化　など

Phase 1
現行業務システムの整理・確認

・現行システムの課題抽出と改善方法検討
・システム全体の関連性精査　など

Phase 2
情報システム構築計画立案

・中期的／全社的展望に基づき、
　全体計画を策定

Phase 3
システム全体計画策定

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化

・
緊
急
性
の
高
い
課
題
へ
の
対
応
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2.5
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当社度数率
建設業度数率

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

2005 2006 2007 2008 2009 2010

当社強度率
建設業強度率

0.43

0.97

0.26

0.14
0.12

0.37

0.33

1.10

0.41

0.07

0.14

0.69

0.70

1.55

0.99

1.95

0.85

1.89

0.92

1.09

0.64

❶ 業務ならびにデータの可視化推進
❷ 大胆な合理化の推進
❸ 内部統制・情報セキュリティのさらなる強化
❹ 情報システム構築・運用体制の再整備

▲方針ポスター▲労働災害評価システム ▲説明会

▲特別パトロール▲労働災害データ入力画面 ▲本支店監査

（年度） （年度）

（度数率） （強度率）
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